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tolCOntaCtOfAzukil!CanWeel,itsIYhi(･hhad

beenrearedbylil)crating,50,100tln(I200p.lit.S

lotド.lrentin(liyS(hl.lls･tor70zrmmsofr)lli-1絹On
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conditions.TllCrC.quitsin(lie.ltedthatthemcdJ'al

lethalconcentratiolilWAsllecreasedconsiderablly.

as･thelVeevilhadhccnrearedathigherden.sity･

sof.lra占thcmale､individualsareconcern'ed,
theV.lrJ-.lllility in theresistancetothesaid

to.yJ'一､.Tnttry.lSfl)unEHricrc;一SedlVitllWeevilsreared

.TttlliLlherdensity,htlttherchtionlYtlS･qOmCIVhat
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trleresistanceto/131ICWithbothsexes〆
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Propag?tionofSmallRiceWeevilontrhpolishedRiceGrainsEarvested from

cropsto whicll-syntheticChlorinated Insecticideswere Applied. ⅠIJ'dctLsugu

ls･･IKUn-､a血lI(0-zal】llLrooz'AKI(m toTnOlogl-cal̀Ⅰ.叫omtory.ShikokuN叫 ,一一･1.Î gr･'Cultllr･･ll
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18.1塩素系合成殺虫剤を撒布 した椙の玄米に放ける-ココクゾウムシの蕃殖について

石介秀次斗'招崎串三郎鴇(E3林省四国虚業戻願事芋虫研究琵)28..Rj.27.受皿

J.序 言･

諜著等は元に (1Dt-'1)ソラ･{メの茄爽矧 こ壁茶系介

成殺虫剤を撒布すると,そのうち DHC｣を粗布したソ

ラマメの子笑では食入してソ'ラマメゾサムSLB''LCJ,"s

rzI/1'manusl3orTFN N̂の幼虫の死亡率が著しく市まる

確実を親察し._恐らく柁抑 したriIICの一部が子宍に

浸透するためでないかと推諭しやO

垢莱累合成殺虫剤は功効仕が拓いので,-7)DT及び

mlCはhJ;2化糊ニカメイチユウ及び約3化期 Ifyカ

/メイチユウのす削ヒ幼虫が矧 こ食入るのを防ぐために.

相の川桝tJl前後に撒布されるので.このような稲では

即 された新 汀が少丑にせよ.前述の苔甥 に微して玄

米に浬透している可能性があるとも考えられる｡そう

であるとすればこのような玄米では貯W.男山の-hyJl'が
抑圧されるのではないかと考えられるので,1iHC及

びクTl-ルデンをtlfWlt了した稲の玄米を用いてコ7,グゾ

ウムシ S,'tot･IL･'1-′SS〝Sah;''T･lh'̂TT̂MTtを飼育して

見た｡とこi,が恋外にも三のような玄米で厄 ある時期

にはココク .'･ウ一ムシの御 ｢,･がかえって良い傾向がある

と諾う11･J抑こ圧した約月王が守Flられたので,ここにその
的闇を胡if..･したい ｡

なお･この5,.柄ER故を行うにあたって,鱈応舛立LTTJT･

+現准缶林省放課技術m･究BITr荊理昆虫仰靭勝

討取切坪井技師からくま供Iit材料として同切でメイチュ

予.祝に対するnHC及びク,1-ルデyll'A布詳険を突施
した稲の玄米をJiL/J-･された｡ここにTrj･く御礼申上げるO-

Ii. 供試玄米と飼育方法 .,

∴この研究に川いた玄非の1は昭和25年の秋季に当研

究菜で約2化和二九メイチエウ及び第3化期 チッ カメ､

ィチエウの卿 ヒ劫虫に好 ㌻るDDT及びBH'Cゐ食入

防止効果を判宅するーため,Jその撒布形態と恐度を異に

して餌場撒布試験を行った稲から収捜されたものセあ

る｡罪剤撒布はニカメイチよりの食入FU,･止を目的とし

て8JJlRn,2相 .llJJIFl?3阿,サyカ}イチ;i
ウの企人FJJ-1l:を目的としてnJJ8日とlrJr]の2帆 介

m･r'rJilfj:った.このうち爪4何のt.-aTrfr]は稲の11郎籾

_-に耶'7tr71のm鮒 はr,Iq化筏糊に,相当したTll.qのIT'.1矧 土il
倉稔で一11月rHlに刈取 t).｢川 rII下旬 にriつて脱慰,
叛将して玄米とした.

ー上地の1らの玄判土徳ELI1.i:立IETJPi糾放伽 ､らuJJ･され

たもので,二出穂期前後に介;･-ll.3rn･)の茄剤徽布が行われ

たことの他は許かでTfい｡

これらの玄米_を月い て,コ̀コクゾウムシの偏光はn.1

和._WT･'･2Jlから8川 こ亘って,3Irj)ffづた｡まづjf.一刀と
50Lrrをn往3cm‥庶径女m.'拓さ 6.km,*flluo〇cc

の坑口頓に入れ,口を企網で主匂った筏.飽和企短水に
よって湿蛇を調節したガラス水f馴 Iに立故べ, 300C
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Table_I.JNumhcrsofSmallRiceWeevilpropag.ltedduring哩5daysat30oC.lnd75%

R.Il.onunpolishedriceproducedbythericephnttO,Which liIIC Was.lpPlied′Liye

timesduringtheperiodcovering_thetimeーofheading. ‥
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の佃阻掛こ入れて由.?.腔をIm印した｡このよLぅにLで

JLそ1g_%'"故mLL.文刀との分水妃が)月田の戸■即空と朽網 エ
nriに流山た絶命々の唄にはuIヒ托2日を茄3占丑したココ
クー}'ウムレ20匹を'Jutも .4i'JHTJ'りWi肌するに化せた筏,
総叫作数を調べた｡

117..結 果

当研究宅でDDT及びIIIICゐニガメイチュウ及びノ
サ yカメイチュウ肺化幼虫の食入防止効果を判EJEする

l九め,この弼薬剤を形態及tl'喋姥を矧 こして5脚数和

した稲から収越した玄米のうち.BHCを撒和したも

のに'ついて2月叩 I1月26日及びM 月2口から4t-･

【欄 コ立クtJ'ウムンの毎肌を許した後に:制 御句作数
を郡家した結果は郡1衣 A～Cゐ退 りである｡■̀■
郡1炎 A によると.玄米の収挺後凡そ3ケ月親を
超で2月8日からココクゾウム5'を飼育したJ'B合には'

lmC乳剤及び永和剤を撒和した71紬､ら収穫された玄

水L(以下では撒布支,Jtと略称す争)では J主ⅠICを放･
和しなかった毛細､ら収担された玄粧 (舛fl散布玄米と略

称する)よ!)もココF}}'サム5,は良く-#Wiしたように
思われる｡之に反して l主HC粉即散布玄米では無敬

和文半よt)も群fLliが悪い.､この飼育は3阿反主なとして

行われたが,如何なる毎惜からか同じ玄東でも頓によ

って市WL一例休数にかなりのE･EiがあF).印1炎 A に

:'lYcJ=慧監完芸孟三言三笠認 諾 芸 聖霊蒜:;誌
計的に見ると来由 泊 ではなかった.たi･粉棚抑 玄
米郡は矧故和文水よ●,)もココクゾウムS,_,PWLliが恋く,

之に反して乳剤及び水和剤放稚玄米郡は無散布文革よ

I)もココクワ･ウis,の帯軸 ;脚 ､つたので.粉剤馴 i

L.玄半群と (乳剤撒布玄米群+水和申撒布玄米肝)との
問では',､ココクゾウム5,の市Wi-個体数に 3--0.05に
放て有意なお典が枚LIIされた｡

次に孤IIX･Ii一によると,収好枝6ケ月弱を荘て,

4月26日からココク･)'ウムS,を飼韮した場合には前回

と少しく傾向を典にし-乳剤馬濃度 (7,0･04%)iL%布
玄米での許Wl:は矩撒布玄米よりもむしろ悪くな(),-乳
剤仲怨皮 (0.02%)披布玄米のみ無撒布玄米-3:I)も群

抑 [7休数が如 ､つた.水和剤協布玄米でも rnC を
F.T波姥で11散布したものは帯肌仰イく数は州別 故 米と蕗
riJl数かL.riかに多い手別空とな().供壮蛇でtJ'TTTtJ'したもの
のみが如切仰31'米よt)もIJi好な節机を77:した｡て方粉
剤fJfMIi31'料土･)1拭き!.fiEJi';川故 巧とよt)もやや群fLuTiが恋か
った｡

･なお約1･Jiliに)i-;した数llreに?いてlvll舶〉桁を行
った辛朋王によると,ココクLJ'ウムシの滞3'Jiに対す る

i_】Hcの捌 i形態のお こもとづく脚 は認め那かった
那.tJ-Y肺は3柁のぶ邦 は .1ニ0.Ot')に放て1J'志となt),
乳剤水和剤及び勘剤の3和の1I"lUI77EZ態を並じて,拓き怨一一＼

､ /

′一一＼

各 節 18怨 l ＼ J

柁宅撒布された玄米は位改姓七捌 ほれた玄米よt)ち.

ココクゾウムシの群班が怒かったと諾うことがLli来る｡

次に文句との収坪後約8ケ月を嗣て.7月2r)からコ

コク.)'_T?ムシの飼育を始め,45円後に群71TL'仰木数をlat.1
禿した枇光は約1式 C に77:した式 t)で.これによる

-と.I!HCを粉剤,水和剤及び乳剤のいづれの形態で

は和した糊介でも,,lコケt'･ウムS,ゐ翻 在個体数は佃
l

撒布玄米がJJLi.も多く,任氾皮撒布玄和之に次ぎ,古墳
班撒布文一粁C･･jti･も少くなっている｡分散分解の結果にI

､よると,こ07'B合にもココク.}'ウムS,の市砥個体数に

対する 73ⅠIC.の革布形態?虚瓢 湖 かでなく,之1='

′反して撒布喝乾については無散布玄米と高波珪撒布文 一:

米との閥及び!l托敬布玄米と (高濃度撒布支帯+低濃度 ′

撒布玄米)の非碑鋼休数の畠は′a-0.05､に放て有意

であった｡

以上3同の飼育 ･群杭結果を書経勺すると,叩 Cを'､′
乳剤叉は水和剤として撒布したflWから収接した玄米卓

は,収穫後IL'UもないrJT;)は州 肘Jや 村から収接した玄米

･よりもココ9..}'サムンが群別しやすい帆肋 ;あるが,-
収位後時日が.Siつにつれてlit対の械r''1)を,-示すようにな
-り･それは l主lIC を打沈貯C･榊了した郎 仁著し､J
と冒5-ことができる.なお IHIC をrJ)剤として撒布

した稲から収堆した玄米では,初からココ7･}'ウムY.
. ゐ詐純が恋かった｡

.Ft'･筏に徳島LF.t立出発粥験糊から封 柁 受けた 叩 t
及びクp-JCデン手馴J'玄米を川ttrて.n,1和26月4月26
日.から45那 ロココクt)'ウムンを御 仁させた結果を,読;す

と郡2衣の速 I)である｡

･茄2式によると,この切fiにも-ImC 又はグロー.

･ルデソ撒布玄米では無秋和玄拳よt'もココクゾウムーS:
･ ?群杭が良く,殊にこの両薬剤を乳剤及び水和剤とし
て粗布した場合は,勅剤として撒布した場合よL)も不

敗が良い傾向が認やら才Lるom2衰について'h7紛 祈
〉を行った枯矧こよると.希処Pl!の変軌は1J-志で(tなか
った水 全作をか限布玄米と1,TlrJ･淡米の'･.･に大別する
と'そのrTirではコアグtJ'ウムシの群約数は･T1-0.0･TC
肘l'Ab和玄米のガが少かった.JIIIC･1WhJ-ji.米とクI,-
･ ルヂy撒布玄米のtnlでは井約数に有意な差は血Hせな
かった｡ J

IV.一考 _二 轟 .

コクゾウムシの葬角紬;玄米碕 水星の多少に著しく
!':イ了され,含水丑の把い硬質釆よtり.も含水量の高い軟 q

門料こ群成しやすいこと,同じ玄求では相対湿度が高

い雌 に貯蔵されてま･米Jの含水丑が如 ･ときに蕃潤し

一やすいことは高橋 (1932)岡山 (1936),袋謁務省農

花田,(192等)-の報-alす るところである｡この研究にF!J

い た 玄 米?分水量にろいては, 系統立った調糞を行わ
な か っ た け れ ども当研究室で行 った甜域撒布試験で収

＼
LIl

∫ ･
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Table'2･.Nuふber'~oismallltice.We占vilspropagatedduring45daysat30otCand75%
R.H.onuTIPOlishedTicesproduce'dl'ythericeplAntstoWhichliHCand75%R.H.on
unpolishedfュcesprodlicedbyth.ericeplantstoWhichl王IiCandChlordanelVereaPplied''

threetimes_duringtheperiodcoverlPSthetきmeofheading･

･N.13. Experimental-materialswereofferedfrom TokushimaPrefecturalAgricultuml
ExperimentStation,andthequantityofapplicationunknown.ParenHndividhals
wereintroducedonApr.I26th.

接された重科こらll,ては,ココクt)'ウムシ約2回Elの ･

飼育開始に先立って合水虫を調査して見たとこう,文 一

甥 毎 適 に蛸 軍盛 典を認め癖かった｡∴
またコクtJ'サム5,は翌熱の悪い文科 こ許婚しやすい
.傾向のあることが知られてを L),また誰者等の未発衣 ､

.研究によると稲のLu棺jrJ7前後に放け る DDT 及び

llHC一剤の乳剤及び水和剤ゐ撒孤 ま玄恥の託熱を多少

悪くするこ.とが知られているので.寒鮒散布玄判土管

熱が恐く,これが収越後間もない問は=A.コク.}'ウム5,

-の翻 弛良くしたとも考えられ卑ot,かし,コ､コ身L)･
ウム5,の飼育に際しては一応育米や朋白米を除き.充

､ 東しち玄米だけを任用したので.やばt1m2回の朗軒

姥時測定したところによると,-L玄米の其此茄は1･18-

1･20の範田にあうて,疫痢抑 玄米の発動 ;悪かつ誓,
とも考え難い｡

r以上のべた理由から liHC 乳剤及び水和剤撒布玄

米は収帖後1川もなくはココク.I..ウ.ii,が良く蔀放し,

時日が,fX過するとかえって翻 し難くなることは玄米

の物‡蜘勺性クTeは説明しにくいように思われるO,しか
'しその111地が玄米の化学的変化に求められるべきもの
にしても.このささやかな研究の紙火だけでは蚕く見

当がつかない｡

Ⅴ.畢 ･. 約
･ 稲の出穂期前後に･lmC 及びク占.-ルデyの乳剤

l又は水和剤を撒布する̀と.収接し串玄米では収醍財nl
: もなくはココクゾワムシが無撒布?玄米よE)もユリ 帯

紙するが,時日がたっにつれて,かえって番組し難く

､- なる?i,0理由としては菜甲の放赫こよって玄料こ何

如 ヒ学的変化にもたらされるためではないかと考えら

ーヽ- オちるが,評かでない.
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Rdsumd
Thepresentpaperdealswiththe.repultsof ､

there.lrJ'ngexperimentofSmallRiceWecvH,

SiLoPhiltLSSaSahilTakahashi,onunpolishcdrice

wllichwas~harvcstedfromricephnt~sp.mycdor

dustedwithl主iICarid･chlordaneforthecontruI

ofRiceStem and P.lddy liorersduTin.ビ･lhc

perirodcoveringthetimeofi-eading･_/rhcsitid

insecticideswereal}l)liedfrom3to_5tinlC.i.

IShortlyafterthe.h･lrVCSt,rice･､rccvil lVaS

foundtopropaf,rこltCmore.,innllml,eronriccs

prJdu7%(1hytheplantsspmyed､vithoilemulsion
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